






























































　 ギ ム ナ ジ ウ ム を 中 退 し た 後 の 最 初 の 就 職 先 は， ハ ル マ ネ ツ 製 紙 会 社
Harmanecké papírny8) のプラハ支店だった。そこに 3 年勤務した。その時の同僚で，






クス・ブロート Max Brod，E.F. ブリアン E. F. Burian といった人々を上演に招いた。
上演は成功したが，一度限りに終わった。





プ F. C. （Franz Carl） Weiskopf を通じて，1935 年にエゴン・エルヴィン・キッシュ
Egon Erwin Kisch と知り合った。ライネロヴァーは 19 歳，キッシュは 50 歳だっ
たが，最初の訪問から互いにひかれた。ライネロヴァーは，キッシュの家「2 匹




　当時，プラハの左派的グループはカフェ・メトロ Metro に集っていた。1938 年，
ドイツ語版の AIZ に加えて，チェコ語版の『世界画報 Svět v obrazech』が発行さ
れるようになった。ヴァイスコップは両方の編集長を務めた。
　ライネロヴァーは，チェコをドイツが占領する直前にルーマニアに出張してお
















ン・. ペルツ Antonín Pelc，フランチシェク・ランゲル František Langer，アドルフ・
ホフマイステル Adolf Hoffmeister らと交流した。ホフマイステルはモンパルナス
に「チェコスロヴァキア文化の家 Maison de la culture tchécoslovaque」を開き，そ
こに亡命者 10 人が引っ越した。ライネロヴァーも唯一の女性として彼らと一緒の
邸宅に住んだ。ペルツやマクシム・コップ Maxim Kopf もそこで生活した。そこに
は毎夜，亡命者たちが集った。アレーン・ヂヴィシュ Alén Diviš は，この集まり
によく参加していた。そのほか，作家のエゴン・ホストフスキー Egon Hostovský
やランゲル，政治家のフベルト・リプカ Hubert Ripka やヴラヂミール・クレメン
ティス Vladimír Clementis などが訪れた。この集いは，住人たちがフランス当局に
佐藤　雪野
00
逮捕されるまで続いた。1 週間後，捕らわれた男性たちはラカンテ Lacanté に送ら
れた。
　ライネロヴァーは，女性刑務所に入れられた。その刑務所については，ル・プ































コのチェコスロヴァキア El Checoslovaco en México』という雑誌を発行し始めた。
終戦後数週間して，メキシコを去り，夫と共にベオグラードに赴いた。そこで，







じた。スペイン内戦の英雄，ドローレス・イバルリ Dolores Ibarruri （通称ラ・パ
シオナリア La Pasionaria） の勧めで，チェコスロヴァキアに留まった。ライネロ
















た。家庭用消費物資地方企業ガラス・磁器工場商品見本部主任 Vedoucí vzorkovny 
sortimentu sklo a porcelán závodu krajekého podniku pro spotřební zbozí pro domácnost
という長い肩書きだった。東ボヘミア中のガラス・磁器店の店長が，商品の注文
に訪れてきた。
　プラハに戻ってからは，1950 年代末からオルビス Orbis 出版社のドイツ語読者
向け雑誌編集の仕事を始めた。1960 年代は，ドイツ語誌『ヨーロッパの中心で











































（1）『閉じられた国境』Hranice uzavřeny, Praha: Mladá fronta, 1956.
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 　1. パリにて V Paříži / In Paris，2. リュークロの女性収容所にて V ženském 
táboře Rieucros/Im Frauenlager Rieucros，3. 港町マルセイユでの二度の滞在
Dvakrát v přístavním městě/Zweimal in Hafenstadt Marseille，4. サハラ周辺と
（白い町）カサブランカにて Na okraj Sahary a městě Casablanca/Am Rande der 
Sahara und in der weißen Stadt Casablanca （ドイツ語版では「白い町」がはいっ
ている），5.（アフリカ＝アメリカ間の）セルパ・ピント号船上にて Na lodi 
„Serpa Pinto“/Auf der „Serpa Pinto“ zwischen Afrika und Amerika （ドイツ語版で
は「アフリカ＝アメリカ間の」がはいっている），6.（居心地のよい国）メ
キシコにて V Mexiku/Im gastlichen Land Mexiko （ドイツ語版では「居心地の
よい国」がはいっている），7. アメリカ合衆国での 48 時間とカナダでの数
日/途中滞在 48 hodin v USA a několik dnů v Kanadě/48 Stunden in den USA und 
Zwischenaufenthalt in Kanada（ドイツ語版では「カナダでの数日」が「カナ
ダでの途中滞在」になっている），8. カナダとユーゴスラヴィアの間の（公）
海 上 に て Na moři mezi Kanadou a Jugoslavií /Auf offener See zwischen Kanada 
und Jugoslawien（ドイツ語版では「海上」が「公海上」になっている），9. 終










（3）『二つの日記より』 Ze dvou deníků, Praha: Státní nakladatelství politické literatury, 
1958.　
 　二作目は夫バルクとの共著『二つの日記より』である。これは，プラハでチェ




これは，二人の 1956 年 11 月から 12 月のドイツ民主共和国への旅日記であり，
そこで出会いった芸術家や作家，共産主義者たちの第二次世界大戦期の生活
の聞き取りや当時のドイツ民主共和国の様子を描き出している。バルクの書
いた日記には TB，ライネロヴァーの書いた日記には LR の頭文字が付され
ている。




た形跡はない。上記ドイツ語版はヴィクトル・シュレス Viktor Schless の訳
だが，そのほか訳者不詳のセルボ・クロアティア語訳とイタリア語訳，マル
セル・アイモニン Marcel Aymonin によるフランス語訳，ルース・シェパー











で，残りの 7 作のタイトルは，「技師 Der Ingenieur」「最初の日曜日 Der erste 
Sonntag」「証明 Der Beweis」「誰にも向けられない 1 語 Zu keinem ein Wort」「乗
船券 Die Schiffskarte」「病んだ心 Das kranke Herz」「顔のそろった男 Der Mann 
mit dem ganzen Gesicht」である。
（6）『太陽と夜の色』Barva slunce a noci, Praha: Svoboda, 1969.
 　『太陽と夜の色』は，1969 年１月にチェコ語で出版された。1968 年 4 月付















記念すべき書である。ギュンター・カスパル Günter Caspar のインタビュー
記事「レンカ・ライネロヴァーとのインタビュー Mit Lenka Reinerová im 
Gespräch」が収録されている。
（8）『メラントリヒ小路で始まった』Es begann in der Melantrichgasse: Erinnerun-
gen an Weiskopf, Kisch, Uhse und die Seghers, Berlin: Aufbau-Verlag, 1985.
 　これも東ドイツで発行された。「序文 Vorbemerkung」の後，「FCW の頭が交換
できる地獄の役人FCW’s Höllenbeamter mit dem auswechselbaren Kopf」（ヴァイ
スコップの思い出），「メラントリヒ小路 14 番地と 7 番地の間 Melantrichgasse 
zwischen Nr. 14 und Nr. 7」　（キッシュの思い出），「疲れた目の少年の顔 Ein 
Knabengesicht mit müden Augen」（ボド・ウーゼ Bodo Uhse の思い出），「いつ
もまたアンナ Immer wieder Anna」（アンナ・ゼガーの思い出）からなる。2006
年，ペーパーバック化された。
（9）『プレミエ』Die Premiere. Erinnerungen an einen denkwürdigen Theaterabend 





（10）『ガラスと磁器』Sklo a porcelán. Neskutečně skutečné příběhy, Praha, Orbis, 
1991.
   　1989 年の「ビロード革命」による体制転換により，再びチェコスロヴァ
キアでもライネロヴァーは，作品を公表できるようになった。著者自身によ








た作品は，「夜明け鳥 Pták úsvitu」「灰色の子狼 Šedé vlče」，「白鳥の湖への遠






る。「ガラスと磁器」も 1975 年の作品で，社会主義時代，1950 年代に釈放
された後の生活を描いている。
（11）『あるプラハ女性の夢のカフェ』Das Traumcafé einer Pragerin, Berlin: Auf-




か，「朝の鳥 Der Frühvogel」，「灰色の子狼 Der graue Wölfling」「ガラスと磁
器 Glas und Porzellan」「白鳥の湖への遠足 Der Ausflug zum Schwanensee」，「フ
ランツ・シューベルトとの旅で Unterwegs mit Franz Schubert」，「メキシコへ






（12）『アーモンドの香り』Mandelduft. Erzählungen, Berlin: Aufbau-Verlag, 1998.
 　「道には誰もいない Kein Mensch auf der Straße」は， 第二次世界大戦中のプ
ラハに思いを馳せた作品である。「悲劇的誤りと正しい診断 Tragischer Irrtum 
und richtige Diagnose」は，第二次世界大戦後に癌の手術を受けた頃の出来
事をつづった。「アーモンドの香り，海賊のスカーフ，緑の輪 Mandelduft, 
Piratentuch und grüne Ringe」は，1970 年代のスロヴァキアへの旅をモチーフ
としている。2001 年，ペーパーバック化された。
（13）『プラハの家で―時には別の場所で』Zu Hause in Prag – manchmal auch 
anderswo, Berlin: Aufbau-Verlag, 2000.
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 　表題作のほか，「私の家の天使 Mein Hausengel」，「乗船券」，「半分の顔
Das halbe Gesicht」のすべての作品が亡命時代の思い出を描いている。「乗船
券」では，前出の（5）の版と主人公の名前が変わり，パヴェル・スタレク
Pavel Starek からミハル・ラツェク Michal Racek になっている。2001 年，ペー
パーバック化された。
（14）『住所なしに』Bez adresy. Neskutečné skutečné příběhy, Praha-Litomyšl: Paseka, 
2001.
 　ドイツ語の 3 つの作品集（11）～（13）から選んだ作品のチェコ語訳集で
ある。オルガ・ワロー Olga Walló の訳による。収録作品は，2000 年の作品「住
所なしに」，1970 年の作品「朝の鳥 Pták zrána」と「灰色の小狼 Šedý vlček」，
1975 年の作品「白鳥の湖への遠足 Výlet k labutím jezeru」，1998 年の作品「悲
劇的誤りと正しい診断 Tragický omyl a správná diagnóza」である。ヴァーツラ
フ・マイドル Václav Maidl による後書きが加えられている。
（15）『プラハの上のカフェ』Kavárna nad Prahou, Praha: Labyrint, 2001.
 　（11） の 表 題 作 と（8） の「 メ ラ ン ト リ フ 通 り 14 番 地 と 7 番 地 の 間
Melantrichova ulice mezi čísly čtrnáct a sedm」からなるチェコ語版で，ヤナ・
ゾウプコヴァー Jana Zoubková が訳した。チェコ語版のために，テクストが
書き加えられ，写真が添えられている。写真のコメントは編集者（ヨアヒム・
ドヴォジャーク Joachim Dvořák）と著者の会話に基づいている。
（16）『太陽と夜の全ての色』Všechny barvy slunce a noci, Praha: Labyrint, 2002.

















れているのは，1985 年の作品「フランツ・シューベルトとの旅で Na cestě 
s Franzem Schubertem」，1942 年の作品「かかとの靴 Zablácené boty （ドイツ
語の題名：Kotige Schuhe）」，1960 年の作品「誰にも全く無く Nikomu ani 
muk」，1970 年の作品で（10）や（14）にも収録されていた「灰色の子狼」
と「朝の鳥」，1975 年の作品で (10) の表題作「ガラスと磁器」，1996 年の
作品「道には誰もいない Na ulici ani noha」，最初は 1973 年に書かれ，1996
年に改定された「アーモンドの香り，海賊のスカーフ，緑の輪 Vůně mandlí 
pirátský šátek a zelené kruhy」である。「かかとの靴」は，リディツェ Lidice








（19）『狂おしいプラハ』Nährrisches Prag. Ein Bekenntnis, Berlin: Aufbau-Verlag, 
2005.




Růt の絵が添えられている。ドイツ語版は 2006 年にペーパーバック化された。
プラハの文化史を説明した著作である。















いては，1 冊に 1 作品の収録で，前節でとりあげたため，省略する。
（a）「乗船券」
 　1962 年：ドイツ語「乗船券 Die Schiffskarte」（5）
 　2000 年：ドイツ語「乗船券 Die Schiffskarte」（13）変更あり
（b）「太陽と夜の色」/「太陽と夜の全ての色」
 　1969 年：チェコ語「太陽と夜の色 Barva slunce a noci」（6）
 　2002 年：チェコ語「太陽と夜の全ての色 Všechny barvy slunce a noci」（16）
2001 年に完全に書き直したドイツ語手稿をゾウプコヴァーが
チェコ語に訳したもの。2002 年 11 月，著者公認。
 　2003 年：ドイツ語「太陽と夜の全ての色 Alle Farben der Sonne und der 
Nacht」（17） 
（c）「白鳥の湖への遠足」
 　1983 年：ドイツ語「白鳥の湖への遠足 Der Ausflug zum Schwanensee」（7）
　1991 年：チェコ語「白鳥の湖への遠足 Výlet k labutím jezeru」（10）著者自
 身の訳。
 　1996 年：ドイツ語「白鳥の湖への遠足 Der Ausflug zum Schwanensee」（11）
　2001 年：チェコ語「白鳥の湖への遠足 Výlet k labutím jezeru」（14）ワロー
訳。
　2006 年：チェコ語「白鳥の湖への遠足 Výlet k labutím jezeru」（21）ワロー
訳だが，（14）と違う。再度著者が点検，修正したもの。
（d）「メラントリヒ小路 14 番地と 7 番地の間」/「メラントリフ通り 14 番地と
7 番地の間」
　　1985 年： ドイツ語「メラントリヒ小路 14 番地と 7 番地の間 Melantrichgasse 
zwischen Nr. 14 und Nr. 7」（8）
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　　2001 年：チェコ語「メラントリフ通り 14 番地と 7 番地の間 Melantrichova 
ulice mezi čísly čtrnáct a sedm」（15）ゾウプコヴァー訳。
（e）「ガラスと磁器」
 　1991 年：チェコ語「ガラスと磁器 Sklo a porcelán」（10）著者自身の訳。
 　1996 年：ドイツ語「ガラスと磁器 Glas und Porzellan」（11）
　　2004 年： チェコ語「ガラスと磁器 Sklo a porcelán」（18）著者自身の訳だが，
（10）と若干違う。
（f）「夜明け鳥」/「朝の鳥」
 　1991 年：チェコ語「夜明け鳥 Pták úsvitu」（10）著者自身の訳。
 　1996 年：ドイツ語「朝の鳥 Frühvogel」（11）
 　2001 年：チェコ語「朝の鳥 Pták zrána」（14）ワロー訳。
 　2004 年： チェコ語「朝の鳥 Pták zrána」（18）ワロー訳だが，（14）と若干違う。
　　　
（g）「灰色の子狼」/「灰色の小狼」
 　1991 年：チェコ語「灰色の子狼 Šedé vlče」（10）著者自身の訳。
 　1996 年：ドイツ語「灰色の子狼 Der graue Wölfling」（11）
 　2001 年：チェコ語「灰色の小狼 Šedý vlček」（14）ワロー訳。
　　2004 年：チェコ語「灰色の子狼 Šedé vlče」（18）ワロー訳だが，（14）と
若干違う。2004 年春，著者公認。
（h）「あるプラハ女性の夢のカフェ」/「プラハの上にあるカフェ」
　　1996 年：ドイツ語「あるプラハ女性の夢のカフェ Das Traumcafé einer 
Pragerin」
　　2001 年：チェコ語「プラハの上にあるカフェ Kavárna nad Prahou」ゾウプ
コヴァー訳。チェコ語版のために，著者は加筆している。
（i）「フランツ・シューベルトとの旅で」
1996 年：ドイツ語「フランツ・シューベルトとの旅で Unterwegs mit Franz 
Schubert」（11）
2004 年：チェコ語「フランツ・シューベルトとの旅で Na cestě s Franzem 
Schubertem」（18）著者自身の訳。
（j）「悲劇的誤りと正しい診断」




2001 年：チェコ語「悲劇的誤りと正しい診断 Tragický omyl a správná 
diagnóza」（14）ワロー訳。




1998 年：ドイツ語「道には誰もいない Kein Mensch auf der Straße」（12）
2004 年：チェコ語「道には誰もいない Na ulici ani noha」（18）ワロー訳。
2004 年春，著者公認。
（l）「アーモンドの香り，海賊のスカーフ，緑の輪」
1998 年： ド イ ツ 語「 ア ー モ ン ド の 香 り， 海 賊 の ス カ ー フ， 緑 の 輪
Mandelduft, Piratentuch und grüne Ringe」（12）
2004 年：チェコ語「アーモンドの香り，海賊のスカーフ，緑の輪 Vůně 
mandlí pirátský šátek a zelené kruhy」（18）著者自身の訳。
（m）「プラハの家で ― 時には別の場所で」/「住所なしに」
2000 年：ドイツ語「プラハの家で ― 時には別の場所で Zu Hause in Prag – 
manchmal auch anderswo」（13）
2001 年：チェコ語「住所なしに Bez adresy」（14）ワロー訳。































1) „Putování 20. stoletím. Rozhovor Ondřeje Horáka s Lenkou Reinerovou （20 世紀逍遥，
オンドジェイ・ホラークによるレンカ・ライネロヴァー・インタビュー）“, Tvar. 
Literální obtýdeník （形，文学隔週刊紙）， 5/2005, str. 1 など。
2) Zahradničková, Hana, „Vyprávět, dokud ještě mohu. Kisch nebyl žurivý, ale pečlivý 
reportér, vzpomíná spisovatelka Lenka Reinerová（まだできる限り語り続ける。キッ
シュは感情的でなく注意深いレポーターだった，と作家レンカ・ライネロヴァー
は回想する）“, Týden（週）25/2001, str. 45.
3) Untersuchungen zum erzählerischen Werk Lenka Reinerovás, Diss., Universität Duisburg-
Essen, 2003. 
Lenka Reinerová: das erzählerische Werk, Oberhausen: Laufen, 2003.
4) 注 1), 2) のインタビューのほか，以下のインタビューを利用した。
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20-27.
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Langkramerová, Tereza, „Lenka Reinerová“, in: V. studentský seminář k problematice 
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fakulty Univerzity Karlovy, 1999, str. 3-12.
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Leben und Werk von Lenka Reinerová
Yukino SATO
Lenka Reinerová wurde am 17. Mai 1916 in Prag geboren. Die neunzigjährige 
Schriftstellerin, die sich selbst eher als Erzählerin versteht, wird die letzte deutsch-
sprachige Prager Autorin genannt. Wie andere berühmte deutschsprachige Prager 
Schriftsteller als Franz Kafka, Egon Erwin Kisch usw. stammt sie aus einer jüdi-
schen Familie. In ihrer Familie wurde sowohl Deutsch als auch Tschechisch gespro-
chen, weil die Sprache ihrer Mutter Deutsch war und die ihres Vaters Tschechisch. 
Infolgedessen ist sie zweisprachrig aufgewachsen. Sie schreibt ihre Werke auch 
heute noch manchmal auf tschechisch.
Ihre Familie wohnte im Stadtteil Karolinenthal (Karlín), wo viele Arbeiter 
lebten. Deshalb wurde sie im natürlichen Verlauf der Dinge Kommunistin, obwohl 
ihre Familie  bürgerlich war. Als sie Gymnasiastin war, verlor ihr Vater seine Firma 
und sie musste ihr Studium aufgeben. Sie begann als Journalistin zu arbeiten und 
wohnte in der Melantlichgasse, wo auch Egon Erwin Kisch seine Wohnung hatte. In 
der zweiten Hälfte der dreißiger Jahre hatte sie viele Beziehungen zu deutschen und 
tschechischen Intellektuellen.
Nach der Zerschlagung der Tschechoslowakei im Jahr 1939 musste sie aufgrund 
ihres jüdischen Glaubens und ihrer politischen Überzeugung ihre Heimat verlas-
sen. All ihre Familienmitglieder kamen später in den Konzentrationslagern um ihr 
Leben. Sie überlebte als einzige.
Nach ihrer Flucht ging sie zunächst nach Frankreich und wurde dort verhaftet 
und in einem Lager interniert. Mit Hilfe amerikanischen Schriftsteller konnte sie 
jedoch nach Mexico emigrieren. Dort heiratete sie mit Theodor Balk (Dragutin 
Fodor),  einen Schriftsteller und Arzt aus Jugoslawien. 
Nach dem Zweiten Weltkrieg kehrten beide nach Europa zurück und wohnten in 
Belgrad. Sie brachte eine Tochter zur Welt. Im Jahr 1948 war sie wieder in Prag. In 
den fünfziger Jahren kam sie in Untersuchungshaft und blieb dort fünfzehn Monate. 
Sie war ein Opfer der stalinistischen Säuberungen. Nach ihrer Entlassung konnte 
sie ihr erstes Buch Grenze geschlossen (Hranice uzavřeny) publizieren, aber erst im 
Jahr 1964 wurde sie rehabilitiert.  
Das Ende des Prager Frühlings bedeutete für sie wieder eine schwierige Zeit. 
Sie wurde aus der Kommunistischen Partei ausgeschlossen und durfte nicht weiter 
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publizieren. Interessanterweise konnte sie in den achtziger Jahren in der DDR ihre 
Werke (Der Ausflug zum Schwanensee usw.) veröffentlichen.
Die Samtene Revolution veränderte ihre Situation. Sie publizierte viele Bücher 
auf deutsch und tschechisch. Normalerweise schreibt sie auf deutsch und ihre Werke 
werden ins Tschechische übersetzt. Sie kontrolliert und autorisiert die Übersetzun-
gen selbst. 
Hauptthema ihrer Werke ist ihr eigenes Leben. Es ist sehr dramatisch und sie 
braucht keine Fiktion, um ein Buch zu schreiben. Man kann ihre Bücher auch als 
historische Dokumente lesen.
